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再受験生のための合格戦略 vol.1

ビジネスでも役立つ

基本書フレームワーク講座の活用法

リーダーズ総合研究所

山田斉明

理解

集約

記憶

はじめに

パーフェクト
過去問集

総整理ノート 基本書

STEP１
「理解」

体系的理解

☞ 森から木、木から枝、枝から葉へ

判例の理解

☞ 判例問題の増加

出題予想

☞ 問題作成者との｢対話」

STEP１ 「理解」①

STEP１ 「理解」②

「理解」用
「記憶」用

STEP１ 「理解」③

「理解」用



2

『山田先生の講座で使用したサクハシこと「行政法」
は、平易な文体で書かれていて、法律初学者でも十
分理解できる基本書でしたので、私はこれを基本書と
いうよりは、物語を読書する感覚で、何度も読み込む
ことができました。（読書感覚ですから、章が進むにつ
れ展開と表現に感動すら覚えました。）』
『今までは、一冊にまとまった簡単な要点しか書いて
いない本で勉強をしていましたので、ほとんどが暗記
ばかりでした。それが、基本書を使って勉強することに
よって、ストーリーがあることに気付き、そのストーリー
の情景の絵を見たような、音楽を聴いたようなイメー
ジが浮かんできました。ただ一辺倒に暗記ばかりして
いた勉強から基本書に変えたことで、理解を得ること
ができました。』

STEP１ 「理解」④

『大学教授の基本書を使うということも魅力でした。
学生時代はアルバイトに明け暮れてあまりに不学だっ
たので、３０代となった今、基本書を理解しながら体
系的に学ぶということに、ある種の憧れを感じていま
した。実際、基本書を使っての勉強は理解力の向上
にとても役に立ちました。特に行政法では、読んで覚
えたところがそのままテーマとなって出題されます。
読んで理解、繰り返して記憶、問題を解けばサクサク
解ける。快感でした。
本試験では、行政法満点、択一式のみで180点を超
え、無事合格できました。運頼みにしない、本質的な
理解が山田先生の元にあったように思います。すばら
しい知的冒険の１年間でした。

STEP１ 「理解」⑤

ストラテジー

思考法

図解作成手法

①ロジックツリー
②マトリックス
③プロセスチャート

①ゼロベース思考
②フレームワーク思考
③オプション思考

STEP１ 「理解」⑥

フレームワーク思考とは、物事を理解し

やすく、また、説明しやすくするために、

対象となる課題につき、全体の枠組みを

使用して、その中で様々な事項・要素を

考え出していくこと。

思考のプラットフォーム 思考の切り口・視点

STEP１ 「理解」⑦

売上アップ

客単価

客数

単品単価

購入個数

既存顧客

新規顧客

STEP１ 「理解」⑧

○

□

STEP１ 「理解」⑨
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民 法

物 権

債 権

占有権

本 権

契 約

事務管理

不法行為

契約以外 不当利得

STEP１ 「理解」⑩
 

Ｃ 

Ｄ 

（売主） 

土地 

行政法総論 

国家権力 

自由権 社会権 
侵害行政 

給付行政 

行政手続法 行政不服審査法 

行政事件訴訟法

法 

国家賠償法 

STEP１ 「理解」⑪

講義の中での条文の読込み、基本書の読込みに
よって、まずは森＝全体像を把握します。先生の
講座を受講するまで、法律初学者の私の知識は、
葉の知識の寄せ集めでした。しかし、森から木、
木から枝、枝から葉という知識を身につける事に
より、法律の森で迷子にならない方法を身につけ
ることができ、例えば、本試験で未知の問題が出
題されても、森＝全体像からの応用で、正答を導
くことができました。そして、この思考力こそが、実
務家となった今日も行政書士としての私の礎とな
っています。

STEP１ 「理解」⑫

STEP２
「集約」

STEP２ 「集約」①

抽象

具体

パターン化

①グルーピング

②抽象化

③構造化
出題パターン
解法パターン

STEP２ 「集約」②
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出題パターン
（共通項）

行政書士
試験

行政書士
試験

司法書士
試験

司法試験

記 憶

STEP２ 「集約」③ STEP２ 「集約」④

無権代理と相続

共同相続単独相続

無権代理人の
本人相続

本人の

無権代理人相続

Ⅰ Ⅱ

A B

STEP２ 「集約」⑤

判 決

本案審理

要件審理

訴えの提起

STEP２ 「集約」⑥

先生から習った勉強法は、得点源でもある民法と行
政法を攻略することです。習得に時間を要する民法を
マスターするとその後の勉強展開が楽になり、行政法
等に集中出来ます。先生は最後には民法を１７のパ
ターンにまで集約してくれます。本試験には、この１７
のパターンだけ持参しました。
また、「一番過去問を解く量が少ない時に合格する」
と言う神話は本当です。統計的に出る問題を集約化
して体系的に理解するから多種大量の問題を解く必
要がないのです。更に、あるテーマ間（無権代理と他
人物売買等）、そして他の科目間（憲法と般教等）と
関連付けられ、覚える量は極めて少なくて済みます。
これが「知識と知識のつながり」です。

STEP２ 「集約」⑦

山田先生の講義をWebで全て見終わったのが１０月
に入った頃でした。当然問題を解く時間もほとんどな
かったため、問題を解くことは諦め、ひたすら講義（主
に「パワーポイント図解集」と「総整理ノート」）の復習
に努めることとしました。
過去問をほとんど解いていなかったため、本試験はか
なり不安でしたが、結果的に択一１８２点、記述１８
点の総合２００点で合格することができました。山田
先生も講義の中で「過去問を何回も解くのではなく、
出題のツボを押さえることが重要だ」ということを言わ
れていますが、「パワーポイント図解集」と「総整理ノー
ト」で試験のポイント（出題のツボ）を押さえることがで
きたのが、合格につながったのだと思います。

STEP２ 「集約」⑧
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STEP３
「記憶」

 

Ｃ 

Ｄ 

土地 

検索 

問 題 

 

 

適用 

記銘 

キーワード 条文・判例 

条文・判例 

STEP３ 「記憶」①

符号化
（記銘）

検索
（想起）

貯蔵
（保持）

インプット アウトプット

STEP３ 「記憶」② STEP３ 「記憶」③

山田先生の講座は、テキストに書いてある事は基本的に読み
ません。抽象と具体、演繹と帰納を駆使し、複雑に見える法律
を体系的に単純化し、分かりやすく説明していただけます。次
に、物事を単純化する方法論を講義の中で、教えてくださいま
す。ロジックツリーを使い、体系的に理解する事を繰り返し頭の
中に叩き込まれます。多様な法律を理解するときに、単純化し
て体系的に理解するという作業は、試験勉強でも実務でも一
緒だという事を、実務家になった今、強く実感しています。実
務家になった後も法律以外の所で活きてくる部分がある講座
は、山田先生の講座だけではないかと思うくらい、他の講座と
は一線を画していると思います。他にも、学習ツールや、テキス
トの選定など、差別化されている点を上げたらきりがありません
が、山田先生の講義全体を一言で言えば、「ワクワクする講座
」「また受けたくなる講座」なのです。

STEP３ 「記憶」④
リーダーズの山田先生に出会ってからは、基本書による法律の
概念とフレームワークについて先生の強力な集約力、論理的な
ご説明で、急に試験領域が一望できるようになり実力が一段と
レベルアップした感があります。最後の年度においては法律の楽
しさを十二分に先生から教えられ、ある意味楽しんで受験勉強
が進められたこともあり、知識拡充も円滑でありました。
私はリーダーズの基本書フレームワーク講座を通学で利用し、一
方ゼミを通じ、法律の制度趣旨、骨格、横断的知識、最終的に
試験で問われている論点、出題意図等と併せて出題可能性の
高い点が自分なりに分析ができるまでのレベルまでご指導いた
だきました。
山田先生の講義は時間のないビジネスマンを知識の集約化とい
う手段で合格に導き、また、基本に戻って学習することの興味を
持たせてくれ、最終的には成果に自然と結びつけてくれる素晴ら
しい講義といえます。また、先生は類まれなる適切なアドバイザー
であり、合格への名コーチだと思います。

STEP３ 「記憶」⑤
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基本書
フレームワーク

講座

基礎ターム 応用ターム

基本書
フレームワーク講義

プ
レ
講
義

民
行
チ
ャ
レ
ン
ジ
模
試

全
国
公
開
完
全
模
試

実践ターム

直前合格答練

一
般
チ
ャ
レ
ン
ジ
模
試

春期
スクー
リング

夏期
スクー
リング

基本書フレームワーク講座①

民・行☆解法ナビゲーション講座

インプット→アウトプット同時並行型講義

☞出題パターン・解法パターンを伝授

「理解」＆「記憶」Ｗテキスト制

☞基本書＋総整理ノート

ビジネスの世界でも役立つ思考法

☞ロジカルシンキング

基本書フレームワーク講座②

大学教授

理解 集約

記憶

予備校

基本書フレームワーク講座③

条文
判例

基本書フレームワーク講座④ 基本書フレームワーク講座⑤


